






























































































実施日 提出数 ア イ ウ ェ
7月11目 28 15 15 〇 〇
8月2日 31 17 17 〇 〇
8月9日 25 24 8 〇 1
計 84 56 40 〇 1









提出数 II回答数 III回答数 II • 111空欄数
7 月11 H 28 22 (78. 6%) 28 (10〇. 〇%) 〇 (0.0%)
8月2日 31 19 (61.3%) 24 (77.4%) 6 (19.
8月9日 25 17 (68. M 23 (92.0X) 1 (4.W)



























































































































































































































































































































































































































受講者数 評価4 評価3 評価2 評価1
7月11日 28 21 7 〇 〇
75.0% 25.0% 0.0% 〇, 〇%
8月2日 31 12 18 1 〇
38.7% 58.1% 3.2% 0.0%
8月9日 27 18 6 3 〇
66.7% 22.2% 11.1% 〇, 〇%
計 86 51 31 4 〇


























実施H 受講者数 評価4 評価3 評価2 評価1
7月11日 28 13 15 〇 〇
46*4% 53. 8% 0.0% 0.0%
S月2 B 31 13 18 〇 〇
41.9% 58.1% 0.0% 0.0%
8月9日 27 16 9 2 〇
59.3% 33.3% 7.4% 0.0%
計 86 42 42 2 〇
48.8% 48.8% 2. 3% 0.0%
表7.本誕習の運営面についての総合的な評価
錢日 受講者数 龍4 評価3 評価2 測1
7月n日 28 19 8 1 〇
67.9% 28.6% 3.6% 0.0%
8月2日 31 18 12 1 〇
58.1% 38. 7% 3. 2% 〇♦〇%
8月9日 27 16 9 2 〇
59. 3% 33. 3% 7. 4% 〇. 〇%
計 86 53 29 4 〇
61.6% 33.7% 4.7% 0.0%
講習終了時に、受講生から寄せられた感想は以下の 
ようなものであった。
•自然の中で生活していて、自然からまかなわれてい 
る事を教えて頂いたので、自分達の環境は自分達で 
守るためにはどうしたら良いか、私自身も考え、子 
ども達と共に考えていきたい。まずは、生物、植物 
に触れてみたり、観察したり、いっしょに育ててい 
きたい。
•野外実習に実際出かけて、私自身楽しかった。何気 
なく通り過ぎている木、草等、いろいろ詳しく教え 
て頂いて、環境に応じて葉や花等それぞれの進化の 
先に植物の特徴があることがよく分かった。葉をさ
10
夙川学院短期大学教育実践研究紀要第10号
わったり、花を分解したりして、それぞれの植物の 
ことが少し詳しくなったと思う。解説せずに発見さ 
せることも重要であるという。時間をかけて、_ 
できるような方法も考えていきたい。
保育者が、よく植物にっいて理Mし、色々な所に気 
付き、言葉をかけることで、子どもの趣^しようと 
する気持ちは、大きく変化すると思う。これからも 
意欲的に植物にっいて学んでいきたいと思う。
実際、自然観察会や教室など参加したことがないの 
で、是非参加させて頂きたいと考えています。自然 
を一緒に触れる大人の知識と経験によって子ども達 
が興味を持ったり、自然への畏敬の気持ちをもった 
りと大きく変わってくるのでアウトドアは苦手です 
が、積極的に取り組んでいこうと思いました。あり 
がとうございました。
幼児期における自然に対する豊かな経験は必要だと 
思います。2歳児でまだ小さいですが、言い方一っ 
で理解しています。今3は一ありがとうございま 
した。
子どもたちが興味を持っ為には、教師自身が楽しく 
伝えてあげる事が必要である。今回のレジメの3頁 
の先生のお話(筆者註園庭•校庭•街路樹の四季の 
植物観察)を間いていると、私自身がわくわくする 
気持ちになった。きっと子どもたちもこの感覚を味 
わう事ができると植物に対しもっと知りたいという 
思いが芽生えると®う。子どもたちが興味を持ち『発 
見』する事ができるともっとその思いは広がってい 
く事であろう。
0で見たり、触ったり、におってみたり•…。植 
物の状態が今どうなっているのか知る事*感じる事 
もとても大事だと改めて思いました。
私は本E!の先生の話を聞いていて、先生が楽しそう 
に授業されていたので、私も楽しく授業に参加出来 
ましたので、何よりも楽しんで体験学習をする事が 
大事だと思いました。植物の名称、形、生態等、説 
明するのに人の生活におきかえて説明されたのがす 
ごく分かりやすかったので、年齢に応じてですが、 
そういう方面からの説明も効果があるのではと思い 
ました。
入口がどこであっても、それぞれの興味ある所を,- 
緒に探しながら、Fi常経験を通して関わっていきた 
いです。
本日は、様々な楽しいお話しを聞かせて頂きありが 
とうございました。
講習後のこれらの感想には、受講した教員が得た成 
果が綴られており、本講習で意図したことがどの程度 
伝わったかが見て取れる。これらを、整现すると概ね 
以下のようにまとめることができる。
① 理科教育やS境教育に幼児期の体験が®要な役 
割を持っていていること。
② 子どもたちにとっては世界遺産や天然記念物的 
な自然ではなく、園庭•校庭や登園路、通学路で 
見られる身近に触れることができる自然、何気な 
く見ている植物が重要であること。教員自身が自 
然や動植物に興味を持ち、自らの知識と経験を積 
むことがS要であること。
③ 教員&身が楽しくなければいい教育、指導はでき 
ないこと。
④ 自然の解説をするのではなく子どもたちと一緒 
に体験し、自然の楽しさ、不思議さを発見させる 
授業が重要であること。
⑤ S然の中で虫かされていることを考えれば、自然 
保全への考え方が自ずと明らかになってくるこ 
と〇
5.賴
事前アンケートの結果は、自然活動や環境教育にっ 
いて教育現場で教員たちが直面している問題点そのも 
のであり、これを大学での保育内容•環境Iや保育内 
容-環境n、理科や理科教育法、生活や生活科教育法 
などの教職科目の授業に反映させることは、授業の臨 
場感を高め、学生への教育効果に資するものと考えら 
れる。
また、このことは、教員免許状更新講習の実施をど 
のようにとらえるかということとも大きくかかわって 
くる、担当する大学教員にとっては、3常の教育•研 
究活動と並行して、講習教材の準備や休Rを使って実 
施することはかなりの負担となっている。にもかかわ 
らず担当するのは、「多くの卒業生を教育現場に送り出 
してきた教ft獲成校としての责務であり、文部科学省 
の教員免許状更新講習の0的にあるように、現職の教 
員の資質能力の向上に寄与したいJとの思いからであ 
る。事前アンケートの結果は実施に先立って、講習内 
容を考える基礎資料として利用し、講習の中に組み込 
めなかったものについては、その都度トピック的に取
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り上げることで射応してきた。
しかしながら、視点を変えて、祖当する大学教員を 
主体として考えてみると、この結果は、自らの担当す 
る教科にっいての教育現場でのft-甫な情報を提供して 
くれていると捉えることができる。教育実習を終えて、 
大学に戻ってきた学生の多くが、現場での体験によっ 
て問題意識を持って授業に臨むようになり、実習前よ 
りもはるかに授業の大切さを口にする。教育現場でな 
ぜ多くの知識や技能が必要とされているのかを理解す 
ることによって、学習への取り組みが深まるのであろ 
う。授業を行う大学教員も、車なる知識の伝達者では 
なく、現場の状況を把握し、それを反映した授業展開 
を行い、学生にいかに伝えるかが里要である。
5.おわりに
保育実習や教育実習の巡回の折りに現場の教員と懇 
談する機会はあっても、あくまでも話の中心は実習生 
の実習状況が屮心であり、自己の担当する教科に関し 
ての教育現場での状況にっいて密に情報交換すること 
は難しい。現揚の教員をゲスト講師として呼ぶことも 
一っの方法であるが、教a免許講習を好機と捉え、活 
用することも有効な手段である。今回のこの結果を保 
育内容•環境Iや保育内容■瑞境I、理科^«科教育 
法、也活や生活科教育法などの授業に何らかの形で反 
映してゆきたい。この点でも、より多くの教員が教員 
免許状更新講習を担当することが望まれる。また、今 
までの、車前アンケートの項目は最小限のものである 
が、上記の視点から、次年度はその項目内容を新たに 
検?寸して臨みたい。
なお、本稿に掲載した野外実習の莩真は岡崎公典学 
長に撮影いただいたものである。ここに記して感謝の 
意を表したい。
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教貝免許更新制度は受講有にとって時問や费用の面 
で大変負担のかかることであり、それだけに開講する 
侧の責任は重い。本稿は事前に受講者からの要窒を調 
査しそれに応える内容で構成された講習の実践報告で 
ある。ここでは受講者が講習によって新たな知見や経 
験を得たということの他に、大学教員側が教育現場で 
の貴®な情報を、講習の場によって得られることが述 
べられており、教貝免許状更新講習が一方的な知識、 
技術の伝授の場ではなく、互いに学び合う場として捉 
えられている。養成校教aにとって担舀する科自の現 
職の教員•保育士がどのように子どもの姿を捉え、接 
しているかという現状を知ることは重要であり、今後 
もこのような講習の場が積極的に設けられ、大学の教 
育に活かされることを願う。
(担当：佐藤有紀)
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